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自動車を取り巻く社会問題
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技術的な方策



 日産インテリジェントパワーのコアは電動駆動技術
 持続可能なモビリティとエネルギー多様性を考慮しながら、モータ駆動によるドライビングプレジャーを実現

電動駆動をコア技術とした車両展開

http://car.watch.impress.co.jp/img/car/docs/559/129/html/02.jpg.html
http://car.watch.impress.co.jp/img/car/docs/559/129/html/02.jpg.html
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442k Units
年 月末

JPN:114k/ USA:126k/ EUR:134k/ Others:68k Units

日産EVの販売台数



安全性の実績
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0発火などのバッテリー重大不具合：

件



新型シルフィ ゼロ・エミッション

航続距離 338km（SMVICがNEDCモードで測定）

「ニッサン インテリジェント モビリティ」技術を多数搭載
車線逸脱警報、インテリジェント エマージェンシーブレーキ、後退時車両検知警報、後側方車両検知警報

SOP 2018年8月23日



多様なエネルギーの活用と効率的な需給

 電気自動車を蓄電池として使うことで、エネルギーを効率的に使用可能。
 バーチャルパワープラントの一部を担うことも可能。
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電力供給システム

• により双方向の電力使用（充電・放電）が可能に

• 販売： 台以上
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夜間に充電し、昼間に放電
蓄電池として活用
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バッテリーリユースの取り組み：４R

運用の実証実験

開発の実証実験

2010年設立

リユースバッテリーの市場形成が必要
 運搬、管理などの仕組み構築
 リユースバッテリー用途拡大
 性能の保証制度 等



 バッテリーEVの基本構成を流用し、発電専用エンジンを搭載。
 100%電動モータ駆動であり、走りはバッテリーEVと同等。

e-POWERはBEVの走り
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e-POWER：電気自動車の新しいかたち



Summary

真の電気自動車普及には、安全・安心な電気自動車づくりが不可欠。日産自動車は
市場のEVからの情報をバッテリー開発・生産に生かし、より良い物作りにつなげてき
た。

電気自動車は停車中は蓄電池としても活用でき、社会全体のエネルギー利用効率化
にも貢献する。

電気自動車の普及により、廃バッテリーも増加する。バッテリー二次利用を促進する
仕組みの構築が必要となってくる。

 e-POWERは、高いエネルギー効率を実現できるシステムであり、充電インフラのな
い地域でもCO2削減に貢献する。電気自動車と共用可能な部品も多く、関連産業全
体の発展にもつながる。




